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平成5年の幕開けです!年末例会のあわただしさも一段落し、平成4年度もい

よいよ第4四半期を残すだけとなったことを実感するようになりました。 E今秋の

「この冬は厳しくなる」との醐予報に身構えていたのですれ今のところは協

年どおりの冬で、できればこのまま穏やかな冬であってほしいと願っています。

さて、発揺調査の進捌犬況はこのような嬉しい誤算もあって、平成4年内に7

遺跡9地点を終了することができました。下表は昨年11月から12月末までの実施

調査の一覧表です。この2カ月の発掘調査の動向を報告します。

【発掘調査だより】

[11-12月実施調査一覧表] (0は終了、
番号遺跡名 所在地 調査原因 調査期間 備 考」

①小津浜遺跡 杉江町 農村下水道 10. 7-11. 7 

②酒寺遺跡 播磨田町 区幽釜芝E事業 10. 1-12.191第1地点

③大洲遺跡 阿村町 道路建設 10. 28-12. 28 

④岡遺跡 岡町 L個人住毛鎗築 11. 2-11. 13 i 
⑤阿比留遺跡 小島町 道路建設 11. 4-11.13 、
⑥下之甑宮跡 下之郷町 共同住毛建築 11. 3-11.15 第1地点

⑦下之獅芭跡 下之卿I事務的建築 12. 15-12. 17 第2地点
⑧二JIfJ鏡遺跡;焔魔堂町 道路建設 11. 16....:.12. 28 第1地点

@二JIfJ鏡遺跡 一町町 個人住宅建築 11.24 第2地長

10酒寺遺跡 播磨田町 庖舗隷当仁 11. 27- 第2地点
11酒寺遺跡 播磨田町 公園建設 12.20-

12欲賀城遺跡，欲賀町 ほ場整備事業 12. 8-

13長塚遺跡'γj、島町 宅地造成 12.17-
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日口口終了した調査 口口口

・小津浜遺跡(一覧表、位置図①)

杉江町地先で10月7日から実鈍していた農村下水道t;IF7.1<

処理槽建設地の調査では、図面より約80c田の深さは層)で、

中世~近世と考えられる水田肱更にその60c田下(下層)か

らは弛駅棚、ら古糊代附

しました。 面函函

-h

回
右図は下層から出土した石包丁(功往時代〕 実iJ[ij図です。 ~.石包丁実測図

・酒寺遺跡第1地点(一覧表、位置図②)

昨年10月より実施していた播磨田町土地区画整理事業に伴う酒寺遺跡の発掘調

査は12月19日に終了しました。今回は区画整理範囲に点在する6カ所の同事欝11i 
合用地、都合約2000rrlの調査を行いましたが、 最後の調査地からは竪穴住居1棟、|

土壌数基と溝を検出しました。

竪穴住居は直径約11mを測る大型の円形住居で、床面から、 8穴の主柱穴と焼

土や炭が堆積する土墳が中央でみつかっています。出土した土器から勃往時代後

期前半の時期がうかがえます。また、滋はこの住居とは関係なく、須恵器が出土

していることから古境時代後期の時期が考えられます。

区画整理事業に伴う調査は平成元年度より 4カ年にわたり実施してきましたが、

今回の調査で概ね終了します。当事業調査、また区画整理を契機とした開発に先

立つ調査によって、今まで余り知られていなかった酒寺遺跡の実態解明のf特集は

飛躍的に前進しました。これからも当地では多くの発掘調査が実施されるものと

予想でき、更に遺跡の詳細が明瞭になることか湾栴できます。

置大掛暗跡(一覧表、位置図③)

10月28白から12月28日までの問、岡村町地先において道路改良工事に先立つ調

査を実施しました。今回は道路側溝設置工事箇所である約150mx2mの細長い範

囲2カ所か譲倍地です。謁査の結果は、耕作土直下で中世の包含層、そしてその

下から田畑の鋤溝と考えられる小海と平安附tの掘立柱建物や溝を検出し、さら

にその下層で勃佳昭ての包含層、弥生附t後期の竪穴住居5棟以上、土滋、柱穴、

大溝などを検出しました。

弥生時代の遺構は伊勢遺跡と同じ徴高地上にあり、弥生時代後期としては全国

最大級の掘立住建物が発見された地点から齢、二百メートルしカ部れていないこ

とから、伊勢遺跡の集落の一部ではないかと考えられます。
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竪穴住居

橿岡遺跡(一覧表、位置図④)
A大掛1憧跡下層遺構平面図(効性時代後期)

個レ久住宅建築に先立って実施した岡遺跡の発掘調査は、面積約 100niと狭隆な

がら多様な遺構を検出しました。遺構の重複が激しく、徐々に掘り下げた結果、 i 
上層では溝7条、土検1基、ピット21穴、中層では酌て住居1棟、下層ではピγt

卜10穴を検出しました。竪穴住居は調査区外にも広がりますが、一辺約 5.5mの

方形住居になります。土墳は儲glm、深さ60cmの規模で、埋土中から土師器の

蹴多数出土しました。昭和57年iこ行った近隣自の調査から、竪穴住居は古境時

ft後期、土境は鎌倉時代前期の時期が考えられます。

置阿比留遺跡(一覧表、位置図⑤)

11月4日から13日にかけて実施した阿比留遺跡の3誼は、都市計画道路古高・ l
川回線建設に先立つ調査です。道路建設地は平成3年度にこの箇所以外は終了し

ていて、今回の調宣地は約 200niの置粛を測るアパートの駐車場です。平成3年

度調査では、主に古墳時代後期の竪穴住居、掘立柱建物、土壊、溝などを検出し、

阿比留遺跡にとって大きな知見を得ました。今回の調査でも地表下約 105mで、

前回調査成果と時期の合う古墳時代後期のピγ ト寸安Uてと土墳を検出しました。

前年度からの阿比留遺跡の調査では、遺構がみつかる深さが極端に異なってい

ます。当地か野洲JIIから分流する法竜川や江西川のJ11筋にあたり、泊監や土砂の

堆積作用が激しかったためだと考えられます。

町下之郷遺跡第2地点(一覧表、位置図⑦)

下之郷町集落の東端において事務藤撲に先立ち、 12月15日から17日までの期

間、発掘調査を行いました。その結果、約 100xrlの調査地からは土壌、 「コ」状

になる県多数のピットを確認しました。

土境やピットは弥生時代中期後葉の時期が考えらtL、溝は須恵器が出土していて

時期が異なります。ピットは柱痕の残るものもあり、その状況からすべて柱穴と



考えられますが、掘立柱建

物としてまとまるものはな

く、竪穴住居の残存とも思

われません。また、当初は

1基の長方形状のものとし

て検出した土績を掘削した

ところ、円形と方形の2基

の土墳が重なっていたこと

カ切かり、萌也附t中期の
遺構にも時期差があること

カキq明しました。図は土壌 ? 

V下之郷遺跡出土勃往土器実援H図

から出土した窃往土器です。 ー一
回!日野洲JfIjl訴訟献の調査(一覧表、:位置図※印、服部町から中主町堤)

.-;-. . "， 

12月に旧野洲川の平糊ヒ事業に先立って、堤防部分の確認調査を中主問教育委

員会と合同で実施しました。調査はパックホウによって堤防を深さ約8mまで掘

り下げ、その土層の堆積を観察するというやりゐじ芙砲し、遺構の存在や堤防の

成り立ちを確認しました。

その結果、 (1)堤防の土層堆積は数十層にも区分でき、このことから幾度もの

洪水や川の氾濫の繰り返しで堤防が形成されたと考えられへ現在の形状になるの

は、中世以降の野渉開fIの堆積作用によるものであること。 (2)標高:86-88mを翻

る堤防の基底部分には部剣句ではあるれ水田畦畔やピット拘留され、堤防や

その周辺に集落跡何註することが予想できる。

大まかに、Jat2項目を成果として得ることができました。

口口口実施中の調査日日日

圃欲賀城遺跡(一覧表、位置関12)

本年度から平成6年度にかけて欲卸I地先で施工されるほ場整備事業に伴って

昨年12月より欲賀城遺跡の発掘調査を実施しています。整備面積は約30baで、そ

のうち平成4年度は3月までに削平される畑地と水路、道路工事箇所、約4000rd

を調査する予定です。

現在までにおよそ1200nfを掘削し、方形周溝墓、面立註建物、土壌、溝などを

検出し終えています。遺構検出作業中に土師器皿、黒色土器椀、‘須恵器杯や陶器

片、瓦が出土しているため、古墳時代から鎌倉時代にかけての遺構と考えられま



す。これから遺構掘削を進めて行きますので、その詳細を逐次この「乙釦で報

告して行きます。

国語寺遺跡第3地点(一覧表、位置図11)

播磨田町地先の土燐以前陪埋地内の公関盤整用地を、第1地点の調査に継続し

てロ月20日から着手しています。調査場所は第1地点の隣接地で、面積約1500rrl

が対象になります。

現在、表土を掘削して遺構検出を行っていますが、調査地の西半分からは幅約

30mもある川跡を、この111の東側からは竪穴住居4棟や掘立柱建物の存在が想像

できる多数の柱穴を検出しました。Ifl跡は謝防向に涜れていて、古墳時代後期

の須恵器が出土することから、このころ埋没したことが分かっています。また、

竪穴住居については出土土器から古墳時代後期初頭の時期が考えられます。本格

的な遺構の掘り込みによって更に詳しいことが期待できますので、次号でもう一

度報告いたします。

園長塚遺跡〈一覧表、位置図13)

昨年末より宅地造成工事に先立ち実施している調査で、約1000rrlの水団地が対

象です。ここからは方形周溝墓6基と溝6条を検出しています。方形周溝墓は、

現状では2列に並ぶように築かれていて、調査地外にまだまだ広がるようです。

周溝からの遺物の出土は皆無に等しいのですれ唯一出土する土器から効往噺t

の墓であると考えられます。また、 6条の溝はほぼ同方位、一定間隔でみつかっ

ています。規模は:lt調理で検出した1条が幅1.5m、深さ70cmを測るほかは、 40-
60cmの幅で深さ10-3Ocmの似通った規模になります。方形周溝墓を切り込んでい

るととから、それよりも新しい時期と断定できます。

調杏途トですので次号でも報告しますれちょうど河西IJ司殺を中心にして分

布する長塚遺跡からは外れると従来考えられていた所でみつかったことから、こ

の方形周溝墓群を築いた人々のムラが長塚遺跡にあるのか、それとも当地の東側

に所在する播磨回東遺跡でみつかっているムラに関係するのか、新たな課題が生

まれまじた正巳

【後司3司・新年早々、三日に上げず爾が降るという羽騒な天候渇滋き、 「発掘
初めjの出-をくじがれています。しかし厳冬であれば雨ではなく雪が降り、雪

であれば解けるのに1日はかかる。すると、爾のお陰で1日もうけたことになり

ます。今年はプラス思考で頑強ります。さて、ZJ.i緒子も4年度は残り1固とな

りました。次号はこの1年の発掘調査をぎとめて報告します。(j隠耳東居。


